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H21年度排出推計量
823､551トン

H22目標値
1416812×70％＝991､768トン

Ｈ21ＶＯＣ排出推計量
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7.7％

12.9％

出展：環境省ＶＯＣ排出インベントリ Ｈ23.3



印刷とVOC排出

■大気汚染防止法では排出口をもち、ガス状で排出される有
機化合物をVOC(揮発性有機化合物)としている。グラビア、オ
フセット輪転印刷及び金属印刷が対象施設となり、一定規模
以上の施設が直接規制を受ける。その他の印刷と一定規模以
下の施設は自主的活動でVOC削減に努める。

■VOCの発生源はインキ、湿し水、洗浄剤、希釈溶剤、ニス、
塗料、接着剤や製版クリーナーに含まれるVOCが自然乾燥ま
たは加熱乾燥でほぼ100％工場内外へ排出される。

■印刷業の主なVOC排出物質はトルエン(26％)、高沸点石油
系溶剤(26％)、酢酸エチル(14％)、MEK(11％)、IPA(9％）とさ
れる。（日本印刷産業連合会調べ）

■今後、目標としていた３割程度削減には引続き達成される見
込みで法規制と自主的取組を組み合わせたＶＯＣ排出抑制制
度は、そのまま継続。（次期ＶＯＣ対策あり方検討ＷＧ）
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施設 規模（裾切り） 排出基準区分

直
接
規
制
対
象

自主
規制対象
施設外

乾燥のための送風機能力
能力：27,000㎥/時以上。

排出口濃度
700ppmC
測定：年2回

乾燥のための送風機能力
能力：7,000㎥/時以上。

排出口濃度
400ppmC
測定：年2回

・日印産連グリーン基準

・個別のVOC削減活動

・業界の自主行動計画

H22見直し？
⇒継続

３.ﾗﾐﾈｰﾀｰ
４.ｺｰﾀｰ
５.金属印刷

１.ｸﾞﾗﾋﾞｱ印刷

乾燥施設

２.ｵﾌｾｯﾄ輪転

印刷乾燥施設

乾燥のための送風機能力
・ﾗﾐﾈｰﾀｰ： 5,000㎥/時以上
・ｺｰﾀｰ ：10,000㎥/時以上

排出口濃度
1400ppmC

600ppmC

印刷関係の大防法VOC規制
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インキの溶剤含有率とVOC

溶剤含有率
（ＶＯＣ）

溶剤希釈率
印刷時の溶剤含有率

（ＶＯＣ）
ソイシール
（低ＶＯＣ）

ＵＶインキ
（ノンＶＯＣ）

枚葉オフセット ２０～５０％ 0%
３０～５０％

内植物系20～30％
大豆油

20％以上
○ＵＶインキ

 ノンＶＯＣインキ

オフ輪ヒートセット ３０～６０％ 0%
３０～６０％

内植物系7～10％
大豆油
7％以上

ー

オフ輪ノンヒートセット ０～６０％ 0%
０～６０％

内植物計30～40％
大豆油

30～40％以上
ー

凸版輪転(活版⇒マンガ本） ５０～６０％ 0% ５０～６０％ ー ー

油性ゴム凸版 ２０～４０％ 0% ２０～４０％ ー ○樹脂凸版(ｼｰﾙ）

アルコール性フレキソ ２０～７０％ ２０～３０％ ３０～８０％ ー ー

水性フレキソ ０～２０％ ０～２０％ ０～４０％ ー ー

出版グラビア ４０～５０％ ３０～４０％ ５０～７０％ ー ー

油性特殊グラビア ６０～８０％ ３０～５０％ ６０～９０％ ー ー

水性特殊グラビア １０～３０％ １０～４０％ １０～５０％ ー ー

２０～７０％ １０～３０％ ２０～８０％ ー ○

１０～２０％ 0% １０～２０％ ー ○

４０～５０％ ０～２０％ ４０～６０％ ー ー金属コーティング

フレキソ

グラビア

スクリーン

金属オフセット

オフセット

凸版

インキの種類
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日印産連「ｵﾌｾｯﾄ印刷ｸﾞﾘｰﾝ基準」
VOC排出抑制に関わる基準の抜粋

表面加工材料

・水なし印刷システムを採用していること

・湿し水循環システムを採用するなど、IPA濃度を５％未満に管理していること

・VOC配慮型湿し水を使用していること⇒GP資機材認定製品（★～★★★）

・自動布洗浄を使用する、または自動液洗浄の場合は循環システムを使用している

・VOC配慮型洗浄剤を使用していること⇒GP資機材認定製品（★～★★★）

・廃ウェス容器や洗浄剤容器に蓋をする等のVOC発生抑制策を講じていること

購
入
資
材

表面加工

枚葉印刷
・湿し水からのVOC発生を抑制していること

・洗浄剤からのVOC発生を抑制していること

オフセット
印刷インキ

（水準-1）・VOC含有量１％未満（ノンVOCインキ）但し輪転インキは除く

（水準-2）・VOC含有量15％未満（低VOCインキ）または大豆油インキ

・無溶剤タイプまたは低ＶＯＣタイプの塗料

・熱風乾燥印刷の場合、VOC排出処理装置（脱臭装置）を100%設置し適切に運転・管理
していること。またはＵＶ印刷を行っていること

・湿し水からのVOC発生を抑制していること（枚葉印刷と同じで省略）

・洗浄剤からのVOC発生を抑制していること（枚葉印刷と同じで省略）

輪転印刷

製
造
工
程

（水準-1）・無溶剤化（ＵＶ塗料及びサーマルフィルム使用も含む）
またはアルコール類濃度５％未満で使用すること

（水準-2）・アルコールを使用時30％未満で使用すること
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GP資機材認定製品
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7点 5点 3点 1点
ランク外
（０点）

資源の有効利
用

再生材活用 物質循環 熱回収

該当（１点）

＜種類・物質名
＞

第２種

第１種

200℃以上
70℃以上、
200℃未満

21℃以上、
70℃未満

21℃未満

＜分類＞

該当（１点）

＜該当の対象
＞

0%(ＶＯＣフリー) 1％未満（ノンVOC） 1～50％未満 50～100％

260℃以上
110℃以上、
260℃未満

100℃以上、
110℃未満

100℃未満

水 植物系
エマルジョン

系
炭化水素系

３Ｒの推進
容器の不使用（量

り売り）

減容化及びリ

サイクルを配慮

している

３Ｒの仕組みが

なく容器が対

応できていな

い

取組の継続性

「毒物及び劇物取締法（毒劇法）」で定められる毒物、劇物、特定毒物を使用しないこと。

ＶＯＣは環境省定義の「200物質」（別表参照）。混合溶剤は、含有率の高い上位３物質まで
の物質名と含有率をそれぞれ記載するとともに、全体のＶＯＣ含有率を記載し左の表から
範囲を選択する。沸点は、含有率の高い上位３物質のうち一番低い沸点を選択すること。
なお、エマルジョンとは乳化状態のものをさす。物質それぞれの含有率、沸点の記載が難
しい場合は、事務局まで問い合わせること。

推進している場合、「容器の不使用（量り売り）」、「リユースの仕組みがある」、「減容化及
びリサイクルの配慮」から選択。３Ｒの仕組みがなく容器が対応できていない場合はランク
外。概要説明書には、実施例等を記載すること。

ＧＰ資機材認定制度に不参加の場合は認定を受けられない

「消防法」で定める危険物の第４類（引火性液体）で、引火点の範囲により分類される特殊
引火物及び第1石油類（引火点21℃未満）に該当しないこと。第２石油類（引火点21℃以上
70℃未満）、第３石油類（引火点70℃以上200℃未満）、第４石油類（引火点200℃以上
250℃未満）に該当する場合は、分類を記載。

「悪臭防止法」による特定悪臭物質（22物質）を使用しないこと。

「特定物質の規制等によるオゾン層の保護に関する法律施行令」で定められる物質を使
用しないこと。特定物質とはオゾン層破壊物質をさす。

RoHS指令、ELV指令、REACH規則（SVHC）に示される規制物質を使用していないこと。

水質汚濁防止法で定める有害物質及び土壌汚染対策法で定める第１種特定有害物質、第
２種特定有害物質、第３種特定有害物質を使用しないこと。

廃棄物が、廃棄物の処理及び清掃に関する法律（廃棄物処理法）の特別管理一般廃棄物
及び特別管理産業廃棄物の該当に関し記載。
該当の対象は次から選び記入のこと。①特定有害産業廃棄物、②廃酸(Ph2．0以下)、③廃
アルカリ(Ph12.5以上)、④引火点70℃未満

包装容器の３Ｒ
リユースの仕組みがある

（５点）

ＧＰ資機材認定制度への
会員登録とラベル表示

登録済み（１点）

評価の方法

リサイクルがある場合、「再生材利用（再生利用するプロダクトリサイクル）」、「物質循環
(材料・製品への再資源化のマテリアルリサイクル)」、「熱回収(燃料化するサーマルリサイ
クル)」から選択。

有害性とは塩素系及びフロン系物質を含有しないこと。

「特定化学物質の環境への排出量の把握等及び管理の改善の促進に関する法律(PRTR
法)」で定める第一種指定化学物質及び第二種指定化学物質の使用に関し記載。使用する
場合、種類と物質名を記載。

「労働安全衛生法施行令」で製造等が禁止される有害物等を使用しないこと。

「有機溶剤中毒予防規則」で定められる有機溶剤について、「指定外」、「第３種」、「第２
種」、「第１種」から選択。第３種～第１種有機溶剤を使用する場合、種類と物質名を記載。

毒劇物 非該当（１点）

VOC削減

ＶＯＣ成分の特定とVOC含
有率（処方時の配合率or

＜物質名・含有
率・沸点＞
＜全体のＶＯＣ
含有率＞

沸点

タイプ

特定物質
（RoHS/ELV/REACH(SVHC)
）

非該当（１点）

水質・土壌（有害物質） 非該当（１点）

特別管理産業廃棄物 非該当（５点）

＜種類・物質名
＞

消防法（引火点による）

悪臭 非該当（１点）

オゾン層 非該当（１点）

有機則 指定外 第３種（３点）

該当物質名・該
当の対象・その
他記入欄項目

リサイクル

有害物質の
管理

有害性 塩素系・フロン系不使用（１点）

ＰＲＴＲ法 非該当（５点）

安衛法（製造禁止物質） 非該当（１点）

グリーン原則

グリーン基準 グリーン基準評価・配点



■ 自主行動計画対象団体 ■ 対象ＶＯＣ物質
・ 印刷工業会(会員：96社）

・全日本印刷工業組合連合会(会員:5,921社）

・全国グラビア協同組合連合会(会員:172社）

＊会員数は平成23年4月現在

VOC排出削減自主行動計画

■ 実績Ｈ23年9月15現在

■ VOC排出削減計画(業界全体）

トルエン、酢酸エチル、ＭＥＫ、ＩＰＡ、
高沸点石油系を含めた全てのVOC物質

出典：日本印刷産業連合会
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VOC測定の実際（東京都VOCｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ制度から）
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Total-VOC測定器 Micro-FID

FID（水素炎にてVOCを
ｲｵﾝ化しその量を測定）

PHOTOVAC，INC．（USA)

OSP-121H

高分子薄膜の膨潤に基づく
干渉増幅反射法(IER法）

OSP（日本）

VOC簡易測定器
※簡易測定器はで公定法により検証（FID 測定）必要
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ＶＯＣ測定器とバッグ採取

VOC簡易測定器

採取バッグ
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I

P

B

～
～
～

～
～
～

～
～
～

～
～
～

～
～
～

②

⑥

④③

⑤

⑦

② ：水船 ・水棒（運、停、）

③ ：インキローラー（運、洗）

④ ：インキ壺（運、洗）

⑤ ：版胴（運）

⑦ ：圧胴（洗浄）

⑥ ：ﾌﾞﾗﾝ胴（運、洗浄）

VOC

用紙

湿し水
循環装置

～
～
～

～
～
～

ｵﾌｾｯﾄ印刷機のVOC発生部位

（運）：運転時、（停）：停止時
（洗）：洗浄作業時

IPA H液

①

① ：湿し水装置（運、停、）
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乾燥箱

P

ＶＯＣ

ＶＯＣ

ＶＯＣ

ＶＯＣ

＋

＋

排ガス処理装置

➊

❷
❸

❹

❺

❻ ❼

➊インキパン

❷インキタンク

❸インキ循環装置

❹ｸﾞﾗﾋﾞｱﾛｰﾙ

❺塗工面

❻乾燥箱排ガス
❼排ガス処理装置

ｸﾞﾗﾋﾞｱ印刷機のVOC発生部位



ふた開放
3150ｐｐｍＣＩＰＡ

未対策工場

対応工場

ｵﾌｾｯﾄ枚葉印刷工場のVOC
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輪転印刷機からのVOC
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※処理装置を設けないと
1700ppmC程度に上昇する

排出口規制値
400ｐｐｍＣ
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グラビア印刷機からのVOC排出

VOC処理装置必須
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印刷資材の低VOCへの転換

【湿し水（H液を含む）の低VOC化】
–ＩＰＡ濃度5％未満◎、ＩＰＡレス◎、ノンＶＯＣ化（オフセット）

【低VOC洗浄剤への転換】
–塩素系→フロン系→炭化水素系◎→植物油系、水系（共通）

【排出処理の容易さ（溶剤回収・再利用）】

–単一溶剤型インキへの転換（グラビア×・ドライラミネート◎）

【低VOCインキへの転換】
–植物油インキへの転換（オフセット） ◎
–水性インキへの転換（グラビア、表面加工）△
–ハイソリッドインキへの転換（グラビア）○

【ノンVOCインキ・接着剤】
–ノンＶＯＣインキ（オフセット）○水洗浄インキ（オフセット）△
–UVインキ（オフセット○、スクリーン、表面加工）
–プレコートフイルム（表面加工） ◎
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化学物質のリスク（連鎖汚染）

大気汚染
ＳＰＭ

VOC

悪臭

インキ 洗浄剤塗料

安全性担保

製品

作業者の安全衛生
危険物/有機則/毒劇

周辺住民
悪臭/ＶＯＣ

資材

グリーン調達
・MSDS
・NL証明書
・有害物質不使用証明書
（Rohs、ＲＥＡＣＨ）

有機溶剤
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廃液処理

廃棄物処理

廃液



ｵﾌｾｯﾄｲﾝｷ(枚葉)の環境配慮対策例
出展：DIC資料に加筆 2008/9/25
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●洗浄剤、廃ウエス、廃油容器等の密閉管理(共通） ◎

●インキ・湿し水の管理 ◎

●印刷室の区分・換気回数･過剰吸引・風の流れ（共通） △

●洗浄作業の標準化と洗浄液の削減(共通） △

●換気扇・換気装置等の運転管理(共通） △

●VOC/脱臭処理装置の日常点検･定期点検ﾒﾝﾃﾅﾝｽ ○

●ルールの順守と定期評価実施（共通） △

作業と管理の改善
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湿し水とVOC
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湿し水からのVOC拡散
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湿し水装置の構成

ｱﾙｺｰﾙｺﾝﾄﾛｰﾙ
印刷機
水 舟

ﾌｲﾙﾀｰ(槽内）

冷却装置

湿し水水槽

電磁弁

H液ｱﾙｺｰﾙ

Phｺﾝﾄﾛｰﾙ

湿し水ﾎﾟﾝﾌﾟ

付属装置

ろ過
再生
純水
処理
等

＊IPA濃度5%未満で管理

＊アルコール濃度は一般的に
2～3％で管理されている ＊ＶＯＣ含有30～80％

注）装置がない場合は濃度測定の記録が必要

廃液タンク
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湿し水のALCコントロール

5％未満での管理
抜き取り検査
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洗浄液バケツ
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蓋閉 蓋開

洗浄剤小口容器の蓋閉め

蒸発濃度
約120倍
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ウエス入れ（密閉時） ウエス入れ（開放時）

蓋閉め効果絶大

廃ウエスの管理

レンタルウエス 廃自動洗浄布
蒸発濃度
約100倍
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廃ｳｴｽ容器

インキ缶
一斗缶20ℓ

溶剤容器
一斗缶20ℓ

溶剤汲み置
きﾊﾞｹﾂ

容器蓋閉めの効果測定
出典：印刷産業におけるVOC排出抑制自主的取組推進マニュアル

廃
ウ
エ
ス
容
器
か
ら
の

揮
発
量
が
大
き
い
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廃油（残肉）の処置

0.5 
ppmC

150～550
ppmC

蒸発濃度
約100倍

ミッペール
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印刷室入り口

外部

管理区分の徹底

ｶｰﾃﾝのVOC遮断効果
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濃度差
約5倍
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機械及び装置の改善

●塗工部、印刷部からの蒸発防止（共通）△

●湿し水装置の水なしシステムへの変更(ｵﾌｾｯﾄ）△

●水供給装置の改良（オフセット）◎

●洗浄装置の改良（共通）○

●ウエスからの溶剤回収・再生(ｽｸﾘｰﾝ、ｵﾌｾｯﾄ）○

●廃溶剤回収・再生装置（共通）○
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印刷機械のVOC拡散防止
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塗工部へのカバー取付（ｸﾞﾗﾋﾞｱ印刷）

インキパンへのカバー取り付け リターンインキの密封化

インキパン、インキ缶、タンク等が開放状態となっている場合はカバーを
取り付け、揮発を防止すると大幅なVOC排出抑制と共に経済効果も得られ
る。例えば、インキパンにカバーをつけて密閉化することの効果は、420
ｇ/時、削減率では13～14％使用量削減になる。条件：温度22.5～23℃速度130～160ｍ/分

出典：印刷産業におけるVOC排出抑制自主的取組推進マニュアル
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自動布洗浄装置の抑制効果
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廃溶剤の再利用

ウエス溶剤回収再生装置
ｳｴｽの再利用

廃溶剤回収装置
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オフ輪、軟包装グラビア

出版グラビア、ドライラミネータ

VOC処理装置の導入
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触媒燃焼方式 活性炭吸着方式

サイクロン吸着方式（薬液）

VOC処理装置の設置例

蓄熱燃焼脱臭方式
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ｵﾌｾｯﾄ印刷の改善例（A社）

※全機水なし印刷への切り替えが進み、湿し水起因のＶＯＣが排除された
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ご清聴ありがとうございました
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